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は じ めに

　本稿は 、 中学校 ・高等学校 （以 下 そ れ ぞれ 、 中学 ・高校） で 授業 を実践 し

て い る筆者 の 立 場か ら 、 以 下 の 報 告 ・ 考察 を試み る もの で あ る 。 まず 1．で 「中

学 ・高校 に お け る 英語授業の 実態」 を シ ラバ ス と生 徒 の 多様 な理 解度 とい う

角度か ら考察 ・ 報告す る 。 次 に 、 大学で リメ デ ィ ア ル 教 育を必 要 とす る学生

が増加 して い る 背景 を、 高等 教育 （大 学等 ） へ の 進 学率 とい う角 度 か ら考 察

す る 。 2．で は 「現状 ・課題 へ の 対策」 と して 、 まず シ ラ バ ス とク ラ ス 編成 へ

の 提言 を行 う。 次 に 、 第二 言語習得 （SLA ）研究 を概観 した 上 で 、研究成果

の 中学 ・ 高校教育現場 へ の 応 用 の
一

っ と して 、音読 と暗唱に よる 学習項 目定

着の 可能性 を論 じ る 。 最後 に 、 SLA 研究 の 知 見 を教育現場 に 応用す る こ とで 、

中学 ・高校 に お け る 教授法 を こ れ ま で 以 上 に 学習者 に 沿 っ た 、 よ り合理 的な

もの とす る こ と 、 さ らに 、 そ うした 教授 法 に よ っ て 、 よ り多 くの 生 徒 に 基礎

力 を定着 させ る こ とこ そ が 、 大 学 へ の 懸 け橋 とな る と結論付 け る 。

1．中学 ・高校 にお け る英語 授業 の 実態 の 考察 と報 告

1．1．シ ラバ ス の 「 つ の 側 面

　 中学 ・高校 で は 、文部科学省 に よ る学習指導要領 に 基づ き、各学校の 実状

に 合わ せ て シ ラ バ ス （syllabus ）を作成す る 。 シ ラバ ス とは 、
一

言で 言 え ば 、

何 を どの よ うな1槓序で 指導 して い くの か を記述 した もの （松村 ，
2009 ）で あ

る。 シ ラバ ス は 、 年間の 授業進度 の ペ ー ス メ ー カ ー と して 、 大変役 立 っ もの

で あ る 。

　
一

方 、
ペ ー ス メー カ ー と して の シ ラバ ス の 役割 を別 角度 か ら見 る と 、

「制

約」 とい う見方 もで き る 。 そ れ は 、
「こ の 期 間ま で に ○ ○ を教 え な けれ ば い

けない 」 とい う制約で あ る 。 シ ラ バ ス 作成時に は 、 あ る程 度 の 余硲 も考慮 に

入 れ る もの の
、

一
学年数百人 の 全 て の 生徒 が 、 教員が想 定 す る

一
定 の ス ピー

ドで 理解 で きる か とい うと 、 そ うは い か な い こ とも多い
。 授 業の ス ピー ドに 、
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理 解 の ス ピ ー ドが 追 い つ か な い 生徒 が
一

学年 に 数名 出て しま うこ と もあ る 、

しか し
一

方で 、

一
定の ス ピー ド以上 で授 業内容 を理解 で きる生徒 も数多 くい

る 。 した が っ て 、 教員は 理 解が遅 い 生 徒 を心配 し な が らも 、 年 間の シ ラバ ス

を視野 に 入れつ つ
、

一
定の ス ピー

ドで授 業 を進 め ざる をえない の で ある。

1．2．学 習者 の 多様 な理解度

　 文 部科 学 省 で は 、通 常学級 の 標 準 生徒 人 数 を現 行 40 人 と して い る （文部

科学省 ，
2010a ）。

したが っ て 、標 準的 な中学 ・高校 で は 、 1 人 の 教員 で 40

人 を教 えて い る。 学習者
一一
人 ひ と りの 適 性 、性 格 、動機 、学習 ス タイ ル は様 々

で あ る （Dbrnyei ，
2005） た め 、 生徒が 40 人 い れ ば

、
理 解度 も 40 通 りあ る

と考 え られ る 。

　23 ．で 触れ る が 、第 二 言語 習得 （Second 　Language 　Acquisition： 以 下 、

SLA ）研 究 に お い て は 、
　 i＋ 1 レ ベ ル の イ ン プ ッ トが 言 語 習得 を促 す とい う

考 え 方 が あ る 、， iI1 の
“ i”

とは 、 現在 の 学 習者 の 言 語 レ ベ ル の こ と で あ

り 、
i＋ ノ とは 、 今 の 自分 よ り少 し上 の レ ベ ル の こ とで あ る （K ．rashen

，
1982

，

1985）。
こ の i＋ 1 レ ベ ル を現在の 中学 ・高校 で 設定す る た めに は 、 40 人 の 学

習者 の iの レ ベ ル が 、 あ る程度揃 っ て い る必 要 が あ る 。 iの レ ベ ル が バ ラ バ

ラ で は 、 i＋ 1 レ ベ ル も 40 人 で バ ラ バ ラ に な る 。 そ うす る と 1学級 に 1人の

教 員 で は 、最 適 とされ る i＋ 1 レ ベ ル の イ ン プ ッ トを 、全 て の 学 習 者 に与 え る

こ とは、非常に 困難 に なる 。 結果 的 に 、
一 部 の 生 徒に と っ て の み 最適 とな る

イ ン プ ッ トを与 え て い る とい うの が 現状 で あ ろ う。

1．3．ジ レ ン マ ： シ ラバ ス と多様 な理 解度の 狭 間 で

　1．1．と 1．2．で 見 て きた よ うに 、 中学 ・高校 の 英 語 教員 の 多くは 「こ の 時 期

まで に 00 を教 え な けれ ば い けない 」 と い う制約 を受 けなが ら 、 も う
一

方で

「生 徒 た ちの 理 解度 に 合 わせ て 教 え た い 」 とい う気 持 ち を抱 え、 両者 の 狭 間

で ジ レ ン マ を感 じつ つ 、与 え られ た環境で 実現 可能 な対応 を して い る。

　 こ の 状況 を 、 教員 と生徒 が直面 す る問題 と して ま と め る と以 下 の よ うにな

る。 （D シ ラバ ス に 基づ い て 授業が 進 め られ る こ とに よ り、 学習者 に理 解で

きない 項 目が あ っ て も、授 業は 先に進 む 。 （2）理 解で きなか っ た項 日を使 っ

て 、新 しい 学習項 目を説 明 され る こ とに よ り、学 習者 の 混 乱 は増す 。 （3） 新
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しい 学習項 目の 前提 とな る 学習項 目を理 解で きな い ま ま 、授 業が先 に進 め ら

れ る こ とに よ り、 学習者は 「どん なに集中して こ の 授業を聞 い て も、授業 の

内容 を理 解 す る こ とが で き な い 」 とい う状 況 に陥 る。 （4） 「が ん ば っ て も、

分か らない
。 分か らない か ら勉強 しない 」 とい う悪循環が 始ま る 。

こ の （1）

か ら （4） の 連鎖 に よ り 、 中学時 点 で 英語 の 学習 が止 ま る学 習者 が 少 な か ら

ずい る と考 え られ る 。 彼 らは 、 英語 の 基 礎 力 が著 しく欠 けた 状 態で 置 き去 り

にな っ て い る 。

　 中学 ・高校 の 教員 は 、 こ の 現状 を痛 感 して お り、 可能 な限 り 「補習 」 等 の

サ ポ
ー

トを して い る 。 しか し 、 こ うしたサ ポー
トに は 主 に 二 っ の 点で 限界が

あ る。　 つ は、授業進度 との 関係 、 も う
一

つ は 、 補 習対 象 者 の 授 業 態 度 の 問

題 で ある 。

　ま ず 、 授 業進 度 との 関係 にっ い て 述 べ る 。 補習 に 呼 ばれ る生 徒 の 多 くは 、

50 分授業で 教わ っ た 内容を 、
50 分で 理解す る の は 困難で ある 。

した が っ て 、

例 え ば 2 回 に 分 け て 合計 100分 の 補 習で 彼 ら が 理 解 で き た とす る 。 しか し

一
方 で は 、 通 常授 業 は 1回 50分 の ペ ー

ス で どん どん 進ん で い る 。 そ して 、 あ っ

とい う間に 中間テ ス ト ・期末テ ス トの 時期にな る。 定期テ ス トに間に 合 うよ

うに 全 て の サ ポ
ー

トをす る こ とは 、時間 的な制 約 か ら非常 に 難 しい の で ある 。

　次 に 、 生徒た ちの 授業態度の 問題 が あげ られ る 。 必 ず補習が あ る 、 とい う

こ とが前 も っ て 分 か っ て い る と、補習対 象者 と して 毎回 の よ うに 呼 ばれ る 生

徒た ちが 通 常授 業 を 聞か な くな る とい う傾 向 が 見 られ る 。 彼 らは 、 「ど うせ

通常 授 業 は 聞い て も分 か らない し 、 補習で 丁寧 に 教 えて くれ る か ら 、 授業は

聞い て も無 駄 だ 1 とい う考 え を持 つ 場合が 多い
。 こ うな っ て は教育上 の 問題

が残 るで あ ろ う。

1．4．大学で リメ デ ィ ア ル 教育 を必要 とす る学生 た ちの 背景

　最近 、 大学で 英語 の リメ デ ィ アル 教育を必 要 とす る学生 が増 えて い る （國

吉 ， 他 ，
2005）。 そ の 背景 と して 、

1．3．ま で で 見 た よ うな 、 英語 の 基礎 力が 著

し く欠 けた 状態 で 置 き去 りにな っ た ま まの 高校生 た ちが 大学 に 入 学で きて い

る様子 が 伺 え る 。

　文 部科学省 の 「学校 基 本調 査」 に よ る と、 2010 年 の 高等学校 等 へ の 進 学

率 は 98．0％ で ある 。 こ の デー タは 、
1．3．で 考察 した よ うな 、 中学時 点で 英語

学習 に躓 い た生 徒で も、そ の ほ とん どが 高校 へ 進学で きて い る様子 を表 し て
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い る 。 さ ら に 、 大 学進 学率 に 目 を 向け て み る と、2010年 の 大 学 ・短 期大 学

等 へ の 現 役進 学 率 （通 信 教 育部 へ の 進 学者 を除 く） は 54．3％ で あ る 。 1956

年 で は 、 同 16．0％ 、 1980年で は 、 同 31．9％ （文部科学省 ，
2010b） とい うデー

タか ら見 て も 、 大 学 等 へ の 進 学 率 が飛 躍的 に 上昇 し て い る こ とが分 か る 。

一一

見望 ま しい 傾 向の よ うだ が 、 見 方 を変え る と 、 現在で は 、 か つ て 必 要 と され

た ほ ど勉強 を しな くて も大学 に進 学で きて い る様子 が伺 え る 。 文 部科学省 の

デー タだ けで 「英語 の 基礎 力 に 欠 けた高校生 が 大学生 に な っ て い る」 と断言

す る こ とは難 しい が 、 大 学進 学 率 の 向上 と 、 英語 の 基 礎 力 を欠 い た 大学生 の

増加 に は何 らか の 関係 が あ る と考え られ る 。 國 吉
，
他 （2005） は 、 こ の 状 況

を以 下の よ うに 指 摘 して い る 。

1980 年代 の 初 め か ら導入 され 始 めた 「ゆ と りある教育の 」 教育政策が 、

結 果 的 に は わ が 国 の 初等、 中等 教 育の 質 の 低 下 を もた ら した こ と、90

年代 に なっ て か ら大学 、 特 に 私立大学で 、 多様 な人試 制度 が導入 され た

こ と、 さ らに は 92 年 を ピ ー ク に して 以 降 18歳 人 冂 の 急 激 な減 少 が あ

り、 事実 上応 募者 全員 入 学 とな っ て い る 大学 が増加 した こ とな どに よ っ

て 入 学時の 英語 学力 が不 十分 な学生 が急増 した 。

〜 中略〜 「英語 」 の 学

力 を測 定す る こ とな く 、 英語 の 基礎 学力 に 無 関係 に 大学側 が応 募者 を入

学許 可 した 結果で あ る 。 （p．121）

　以 ヒの こ とか ら、 1．3．で 考察 した よ うな、英語 の 基礎力 が 欠 けた ま まの 生 徒

が 、 大学に入 学で きて い るケ
ー

ス は十分 に考 え られ る 。
こ こ に、 リメデ ィア ル

教育を必 要 とす る大学生 が増加 して い る
一

因 が 見 て 取れ る 。

　 こ うい っ た 学生 は 、 「自分 は 分か らなか っ た 」 とい うこ とで 、何 か し ら傷

つ い て い る ・∫能性 が ある。 教 員は 、学生の 精神 的 なケ ア に留意 しっ っ 、彼 ら

が英語学習で 躓 い た とこ ろま で 遡 っ て 教 え直す必 要 が あるで あろ う。

　 また 、 文法 を順 に 教 えて い くシ ラバ ス で は 、 中学 ・高校時代 と同 じ挫折 を

繰 り返す 可能性 が ある 。 そ うい っ た場 合 は 、 身の 回 りの もの や出 来事 を扱 う

タ ス ク を中心 に した 学習 を促 す と い う方法 も考 え られ る （松 村 ，
2009 の 議

論 を参 照）。
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2．現状 ・課題 へ の 対策

2．1．シ ラバ ス 作成時の 留意事項

　 ま ず 、 各学校 に入 学 して くる生 徒の 実情 に 合わ せ て 、 卒業時 に 最低限身 に

つ け て お くべ き英語力 を設定 し、 無理 の ない シ ラ バ ス を作成す る こ とが 重要

で あ る 。 卒業時 の 英語力 を設定 す る 際に は 、 大 学入 試 を解 く際 に 求 め られ る

英語力 と 、 TOEIC 、
　 TOEFL 、 実用英 語技能 検定 （英検） とい っ た社 会か ら

求 め られ る 英語力 も考慮 に 入 れ る べ きで あ ろ う。

　 大学入 試セ ン タ ー 試験 に お い て は 、 社会 か らの 要 求 に 応 え て か 、 2006 年

か ら リス ニ ン グ試 験 が導 入 され た 。 さ らに 最 近 で は 、TOEIC で 出題 され る

形 式 に似 た ス キ ャ ニ ン グカ （必 要 と され る情報だ け を 素早 く探 し出すカ） を

求 め る よ うな 閙題 も出題 され 始 め て い る 。

　ま た 、
上 智大 学 を 中心 と し て

、 読む ・聞 く ・話 す ・書 く とい う 4 技 能

を測 定す るア カデ ミ ッ ク英語 能 力判 定試 験 （Test　of 　English 　for　Academic

Purposes ：以 下、　 TEAP ） が 開 発 され て い る 。
2010 年 9 月 には 上 智大 学 一

部

入 試 で 、 リ
ー デ ィ ン グ と リス ニ ン グの 問 題 が 実施 され る とい う （上 智 大学

HP ）。　 TEAP は 、今後、他 大学 に お け る利用 や 、年複数回 実施 の 可能性 もあ

る とい う。 今 後の 中学 ・ 高校 に お け る英語 教 育へ の 影響 が 考 え られ る 。

　松村 は 、 大学入 試 に は 、 受験生 に 実用 的 な英語 力が あ る か ど うか よ り も、

専攻 の 勉強 に 耐え る だ けの 知性や 高度 な分析 的読解力 を備 えて い る か ど うか

を見 極 め る狙 い が あ る可 能性 を指摘 して い る 。 松村 自身 は 、 英語 の 入 学試験

をや めて 、そ の 代 わ りに 各種英 語能力試験 の 級や ス コ ア の 基 準を 定 め て 、受

験生 に 要 求す る こ とを提案 して い る （2009：198）。

　松 村 （2009） の 上 の 提 案 に は 議 論 の 余地 が あ る が 、 い ずれ に し て も大 学

入 試 も社会か ら要求 され て い る英語力 を考慮 に 入 れ て 変化 して き て い る と言

え る 。 中学 ・高校卒業時 の 英語 力 も 、
こ うい っ た現状 を考慮 して 設 定 し 、 無

理 の ない シ ラバ ス を作 る こ とが 、 生徒 に とっ て 学 びや す い 英語 授業 に つ な が

る で あ ろ う。

2．2．習熟度別 ＆ 少 人数 ク ラ ス 編成

先 の 1．で 述 べ た 通 り、 中学 ・高校 に お け る 英 語 教育 で は 、 シ ラ バ ス と学
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習者の 多様 な理 解 度の 狭間で ジ レ ン マ に悩む ケ
ー ス が 多い 。 そ の 解決策の

一

っ と して 考 え られ るの が習熟度別 ク ラ ス 編成 で あ る
。 習熟度別 に ク ラ ス を編

成すれ ば 、 通常授業 と別枠で 補習 を設 定す る必 要 もな くな り、習熟度 に合 わ

せ た 芦 1 レ ベ ル の イ ン プ ッ トを与 え る授業展開が で きる
。

　 また 、 少人 数 ク ラス で あれ ば、 よ り適切 な i＋ 1 レ ベ ル を設 定す る こ とが 可

能 に な る 。 さ らに 、 1人 の 教員 が 教室 内の 各生徒 の 理解度 を よ り細 か く把握

す る こ とが pf 能 に な るた め 、 個 々 の 学習者 に適 切なサポ ー
トもしやす い で あ

ろ う。

　た だ し
、

こ れ らの 提言 はあ くま で も第二 言語習得 とい う視点 か らの み言 え

る こ とで あ る 。 習熟度別 ＆ 少人 数 ク ラ ス 編成 に は 、 以 下 の 指摘や批 判 も考

え られ る。 生徒 の 差 別化 で あ る、英語 の 習熟 度 だ けで ク ラ ス 編成 を行 うと他

教科で の 学習 ・生 徒同＋ の 人 間関係 ・生 徒 に よ る行 事の 運営等 に 影響 が出 る 、

教 室 数や 配 置 で き る教 員数 な どの 予 算 上 の 閙題 が あ る 、 等 々
。 これ らは 現揚

の 教員が直面す る問題 と して 議 論 す る必 要 が あ る が 、 本稿 で 論 じ る範 囲を超

え る た め 、 こ こ ま で に 留 め た い 。

2．3．SLA 研 究の 知 見の 応用

2．3．1．SLA 研 究 とは

　 SLA 研 究 とは 、 第二 言語 学習 に 関す る 様 々 な問題 を科学的 に 解明す る こ

とを め ざす 学 問分野 で ある 。 また 、 SLA は 学際的 な学問分野 で あ り、言語学、

心 理 学、社会学 、 教育学 、 脳 神 経学 とい っ た 多 くの 学 問分野か ら知識や研 究

手 法を取 り人 れ て 発 達 して きて い る 。

　 白井 （2008）は、SLA 研 究 が 目指す 実 証 的 ・科学的 な ア ブ n −一
チ を、ス ポ ー

ツ 科学の 発 展 を例 に紹 介 して い る 。
ス ポー ツ の 世界 で は 、 か つ て は 経験則 に

頼 っ た トレ ー
ニ ン グが 行 われ て い た が 、 今で は ス ポ

ー
ツ 科学が発展 し、 それ

に 基づ い て 様 々 な技術革新が な され て い る （p．vii）。 例 えば 、
「練習 中 、 水 を

飲ん で は い けない 」 とか 「ウサ ギ飛 び で 校庭 10周」 とい っ た 、今で は 考え ら

れ ない トレ ー
ニ ン グが か つ て 行 われ て い た こ とを考 え る と 、

ス ポー ツ 科学 の

発 展 が ス ポー
ツ トレ

・一一
　＝ ン グ とそ の 教授法に 与えて きた影響は大 きい 。 SLA

研 究 に よ り、第 二 言語 学習 ・教授法 に お い て も 、 経験則 に 基づ い た教授法 か

ら実証 的 ・科学的な研 究 に基 づ い た教授法が発展す る こ とが期待 され て い る。
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2．32 ゴ ＋ 1 の 理 解可 能 なイ ン プ ッ トをで きる だ け大量 に

　 1．2．で 触れ た が 、 SLA 研 究で は 、
　 i＋ 1 レ ベ ル の イ ン プ ッ トが 言語 習得 に役

立 っ と言わ れて い る 。 ’＋ 1 とは 、
一

言 で 言 うと、 現在 の 自分 よ り少 し 上 の レ

ベ ル の こ とで ある 。 学習者 の 現在 の 言語 レ ベ ル を iとす る と 、 そ れ に 多少知

らない 単語や文 法 な どが 含まれ て い る i＋1 の レ ベ ル に 触 れ る こ とが言語 学習

で は 必 要だ とされ る （Krashen，
1982

，
1985）。

　ま た最近 、 保育園教育で 注 目を集 めて い る 横峯 に よ る と 、 子 どもは 「ち ょ っ

とだ け難 しい こ とを した が る」 とい う。 与 え られ る 課 題 は 、 難 しす ぎて も簡

単す ぎて もい け ない 。 子 どもに と っ て 「ちょ っ とだ け難 しい 」 課題 を与 え る

と、彼 ら は お も し ろ が っ て 取 り組 む （2009） とい う。 も し、 人 間 に 学 習 メ

カ ニ ズ ム とい うもの が備 わ っ て い る とすれ ば 、 大人 も r一ども も i＋ 1 レ ベ ル の

課題 が与 え られ る時 に最 も効果的 な学習が期待 で き る の か も しれ な い
。

2．3．3。Focus 　on 　Form

　本項 で は 、
Focus 　on 　Form とい う教授法が 考え 出 され た背景 と、そ の 教授

法 につ い て 簡潔 に 紹介す る 。

　 こ れ まで の 日本 にお ける英語 授業 の 多 くは 、形式重視の 教授法 だ と言われ

る 。 形式 重視 の 教授法で は 、 口 頭で の 繰 り返 し練習や 文型 練習 な どの ドリル

練習を主 な教授法 と して い る 。 そ の 代表的な授業パ ター ン は 、
Presentation

，

Practice
，
　Production （PPP ）ア プ ロ

ー チ と呼 ばれ る 。 まず 、 文法 訳読法 を使 っ て 、

そ の 日の 目標 学習項 目を提示 して 説 明す る こ とか ら始 ま り （Presentation ）、

口頭反 復練習 、
パ タ ー ン ・プ ラ クテ ィ ス な どの 練習活 動 を行 い （Practice）、

最 後 に 目標 文 法項 目 を 使 っ た 活 動 が 行 われ る （Production ） （和 泉 ，
2009 ；

DeKeyser
．
2007；Byrne ，

1986）。

　 しか し、 SLA 研 究 で は 、
こ うした 形 式 重視 の 教 授 法 の 限 界 が 指摘 され て

い る （Lightbown ，
1983；Tode ，

2007 ；De 　la　Fuente
，
2006 な ど）。

こ れ らの 研 究

に よ る と形式重視 の 教授法で は 、 短 期 的 に は 目標 学習項 目を習得 した よ うに

見 え る が 、長期 的 に 見 る と、実 は学 ん だ項 目は身 に っ い て い なか っ た とい う。

筆者 も経験上 、 これ らの 指摘 を否定 で き ない
。

　2．3．2．で も触 れ た 通 り、 言語 習得 に は 、 i＋ 1 の 理 解 可能 なイ ン プ ッ トをで

きる だ け 大量 に 与え る こ とが 大切 で ある 。
しか し、形式 重視 の PPP ア プ ロ ー
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チ を主流 とす る 現在 の 日本 の 英 語教 育で はイ ン プ ッ トの 量 が少 なす ぎるの で

あ る 。 杉 浦 （2000 ）は 、 口本の 中学 と高校 と大学教養課 程 2 年 間 を合わ せ

た 8 年 間の 授 業 時 間 の 合 計 を 1120時 間 と試 算 して い る 。 こ れ を 、睡 眠 時間

を 8 時間 と して 留学 し た場 合に 換算す る と 、
1120 時 間一 70 日 （約 2 ヶ 月 ）

で あ る 。 さ らに 、 授 業で 実 際 に英 語 を使 う時 間 を 留 学 に 換 算す る と、約 12

日で あ る とい う （松 村
，
2009）。

「中学 ・高校 ・大学 で 英 語 を学 ん だの に、 日

本人 は なぜ 英語 が使 えない の か 」 とい っ た疑 問が 聞かれ る が 、 同 じ問 を 「留

学 して 2 ヶ E で （あ るい は 2 週 間で ）英 語が ペ ラペ ラに な るで あ ろ うか 」 と

い う問 に 言い 換えて み る と 、 現在 の 日本の 英語 教育で は、英語 に触れ る量が

少 な す ぎ る とい う事 実 に気 づ くで あ ろ う。

　形 式重 視の 教授法 の 対 極 に あ る とされ る の が 、意 味重視 の 教授 法で あ る 。

意味 重 視 の 教授 法 は 、 言語 形 式 で は な く 、 言葉 の 伝 え る意 味 内容 に 重 きを

i い た 教授 法で あ る
。 代 表的な もの と して 、 イ マ

ー ジ ョ ン 教 育 （immersion

education ）が あ る 。 イ マ
ー ジ ョ ン 教育 とは 、 各教科の 教科内容 を 目標言語 で （例

え ば社会科 を 英語 で ）教 え る とい うもの で あ る 。 イ マ
ー ジ ョ ン 教 育は 、

1960

年代 に カ ナ ダで 始め られ 、 現存す る言語 教育政策 の 中で 最 も成功 した もの の

1 つ と して 広 く受 け入 れ られ て い る 。 H 本 で も 、 イ マ
ー ジ ョ ン 教育 を実践 し

て い る学校 が あ り、 そ の 中で も加 藤学園で は 学習者 が か な り高い レ ベ ル の 英

語 力 を身 に っ けて い る と報 告 され て い る （和 泉 ，
2009 ；Bostwick ，

2005 ）。

　
一

方で 、 こ う した 意味重 視 の 教授 法 に も課題 が 指摘 され て い る。 そ れ は 、

ス ピ ー キ ン グや ライ テ ィ ン グの 産 出能力で の 伸 び 悩 み で ある 。 イ マ
ー ジ ョ ン

学習者は 、 聞 き取 りの 能力 は 非常に 高い が、 文法的に 正 確な表現 を使 う能力

や社会的に適切 な表現 （目一ヒの 人 へ の 表現等） を使 う能力は 劣 る とい う指摘

が され て い る （Swain．
　1985）。

　 こ うい っ た 背 景か ら考 え 出 され た の が 、Focus　on 　Form （以 ド、　 F　 on 　F）

で あ る。
FonF とは 、意 味に 焦点を 当て た授 業の 中で 、生徒 が 遭遇 す る発 話

や内容理 解で何 らか の 問題 が 生 じた 時に 、彼 らの 注意 を言語 形式 に 向け させ

る試 み の こ とで あ り （Long ＆ Robinson
，
1998）、 それ まで の 形式重 視 の 教授

法 と意味重視の 教授 法の 利 点 と問題点 を考慮 した 上 で 、両者 の バ ラ ン ス を質

的 に 達成 し よ うとい う試み で ある （和泉 ，
2009）。 例 え ば 、 2 週 間の ホ ー ム

ス テ イ を 終 えて 、 ホ ス トフ ァ ミ リ
ー

にお 礼 を 言 い た い 時、 自分 の 感謝 の 気持

ちをホ ス トフ ァ ミ リ
ー

に正 確 に伝 えるた めに は 、 どの よ うな語 句 ・文 法 ・丁

寧表 現等 を使 えば今 の 自分 の 気持 ちに合 致す るの か 、 と考 えな が ら第 二 言語
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の 様 々 な側 面 に 注意を向け る 時 、 習得 が促進 され る とい う考 え方で ある 。

2．3．4．現在 の 日本 にお け る Focus　on 　Fo   の 課題

　 FonF に つ い て は 、 様 々 な研 究が な され て きて お り、 具体 的な教授 手法 も

紹 介 され て い る （和 泉 ，
2009 ）。

しか し、 日本 の 英語 教育に な か な か浸透 し

て きて い な い の が現状で あ る 。 そ の 理 由 と して 以下の 二 点 が 考え られ る 。 　
一

つ は 、 ノ ウハ ウが知 られ て い な い とい う点で あ り 、 も う
一

つ は 日本の 教員が

FonF の 教授法 に慣れ て い な い とい う点 で あ る 。

　 FonF は 、 こ れ ま で の 日本 の PPP 形式の 伝統的教授 法 と大き く異 な る教

授 法で あ る 。 伝 統的 教授 法に慣 れ た教員 が、 新た な教授 法を取 りい れ るた め

には 、
い くつ か の 具 体的な授業実践や 、 使用 され る教材 を見 て 学ぶ 必 要が あ

る 。 しか し筆者 が 知 る 限 り 、 そ うい っ た具 体 的 な実践例 や教材 は い ま だ 中学 ・

高校教員の 身近 に は 多 くな い
。 ま た 、 教員 は 自らの 学習体験 や 、 慣 れ 親 し

ん だ 教 え方 か ら脱 却 しに くい とい う点 も指摘 され て い る （松 村 ，2009 ；和 泉
，

2009 ）。
FonF の 指導 法 が 日本 に 普及 ・定着す るた め には 、 日本 で の 授 業 実

践報 告、 日本語 母 語 話者 を対 象 と した教材の 充 実 、 さらに教員向 け の 教授 法

講習 とい っ た 施策 に っ い て も考 える 必 要 が あるだ ろ う。

2．3。5．現在与 え られ た環境 で で き る試 み 　 　音読 と暗唱

　 こ の 項で は 、 SLA 研 究の 知 見 を基 に 中学 ・高校 の 教 育現 場で 筆者 が 実践

して い る 音読活動 と暗唱活 動 を紹介 し 、 音読 と暗唱 に よ る学 習項 目定着 へ の

可能性 に つ い て 論 じ る 。

　筆者 は 、 現在 中学 1年 生 の 授 業を担 当 して お り、
1＋ 1 レ ベ ル の 大量 の イ ン

プ ソ トを 目的 と して 、 英語 を初 め て 学ぶ 中学 1 年生 向け の 「NHK ラ ジ オ 講

座 『基 礎英語 1』」を毎 日家庭で 5 回 音読す る取 り組 み を実施 して い る 。 ま た 、

暗唱活動 と して 「駅 まで 暗唱す る宿題 」 略 して 「駅 宿 （え き し ゅ く）」 を実

践 して い る 。 以 下 、 それ ぞ れ につ い て 述 べ る 。

2，3，5．1．『基礎英語 1』毎 日音読 5 回 の 実 践

2．3．3．で 述 べ た よ うに 、現在 の 日本 の 英語 教育 に お い て は イ ン プ ッ トの 量
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が 非常 に少 ない
。

しか し、授業だ け で 与 え られ るイ ン プ ッ ト量 に は 限 界が あ

る 。 そ こ で 、筆者 は保 護者 に ご協力 頂 き、各家庭で 毎 日 『基礎英 語 1』を 聞

い た 上 で ス キ ッ トを 5 回 音読す る取 り組 み を始 め た 。 各家庭 で は 、保 護者 が

生徒の 音読 を 「素晴 ら しい ！」 「そ の 調子 ！」 「よ くが ん ば っ た ！」 （それ ぞ

れ 花丸 、 二 重丸 、丸 ）の 3 段 階で 評 価す る 。 教員は 、 カ レ ン ダー
形 式 で 1 ヶ

月分の 「音読シ
ー

ト」A4 用 紙 1枚をカ ラー 印刷で 用 意す る 。 保護者は 、 毎

目わ が子 の 音読 を評価 し、 1 ヶ 月 の 取 り組 み に 対 し て
一
君 コ メ ン トを 書 く。

生 徒は 翌月最初の 授 業で 保護者 か らの コ メ ン ト付 きの 「音読 シ
ー

ト」 を教員

に 提 出す る 。 授業担 当者 は 、 「花 丸 亅 等の 毎 日の 取 り組 み と保 護 者 の コ メ ン

トを受 けて 、 コ メ ン トを記 入 し、生 徒に 返 却す る とい うもの で ある 。 各家庭

に 負担 をか け て しま う面 も あるが 、親子 が 毎 日顔 を合わ せ て 言 葉 を交 わ す機

会 を提 供す る 、 とい う狙 い もあ る 。

　 「『基礎 英語 1』 毎 日音読 5 回 」 の 最大 の 狙 い は 、イ ン プ ッ ト量 を増やす こ

とに あ る 。 学習者 は 、 正 し く音読 し よ うとす る と、 モ デル とな る発音 に 注意

して 聞 く こ とが 要 求 され る 。 『基礎 英 語 1』の 放送 は 毎 週 月 曜 日か ら金 曜 日

まで あ るた め 、少 な く とも週 5 日は授 業 以外 で
一 定量 の イ ン プ ッ トを受 け る

こ とに な る （な お 、 ：k曜 口 と 口曜 口は 、 そ の 週 で
一

番 気 に 入 っ た ス キ ッ トか

一
番 苦手 に感 じた ス キ ッ トを 5 回音読す る こ とに して い る〉。

　 こ の 「毎 日音読」 の 効果に つ い て は、今後 、実証研 究で そ の 解 明 が 待た れ

る が 、 少 な くとも学校の 授業 に お い て は 未習語彙 ・ 文法の 「予習 」 と し て
一

定 の 機能 を果た して い る 。 生徒 た ち は 、 授業 中に 『基 礎英語 1』 で 学 ん だ 内

容や 語 彙が 出て くる と 「そ れ 、 基礎 英語で や っ た ！」 と声 をあ げて くれ る 。

あ る 生徒 に よ る と 、 家 で 音読 を し て い る 時に 疑 問に 思 っ た 点 （例 え ば do と

does の 使 い 分 け な ど） が 、 学校 の 授業 に お い て 明示 的 に 説 明 され る こ とに

よ り 「謎 が解 けた 」 よ うな気持 ちに な るそ うで ある 。

　 ま た 、『基 礎英語 1』で は SLA 研 究で 指導上 効果的だ と され る 「具体 的な

場 面設 定の 提供 」 （松村 ，
2009） が 用意 され て い る 。

ス トー リー
の 中で 新 出

語句や 文 法に 出会 うこ とで 、彼 らの 記 憶 に 定着 しやす い 面 が あ る の か も しれ

な い
。 しか し、以上述 べ た 内容は い ずれ も印象の 域 を超 えない

c 音読の 効果

を探 る 実証研究 は 、 鈴木 （2009）、安木 （2001）な どい くつ か あ るが 、 「『基

礎英語 1』毎 日音読 5 回」 の 実質 的な効果 を探 るた め に は 、 今後 、デー タ を

基 に した 実証 研究 を行 う必 要 が あ る 。
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2．3．5．2，「駅宿 （駅 まで 暗唱す る 宿題 ）」 の 実践

　 中学 1年生 1 学期 の あ る 授 業 で 、 「be 動詞 の 否 定 文 を作 る と き は 、　 not を

be 動詞 の 後 ろ に 入 れ る」 とい う説 明 を何 度繰 り返 して も身 に っ か ない 生徒

が い た
。 そ こ で 、 「帰宅 す る 際、 学校 か ら最 寄 りの 駅 ま で 『is　not ，

　 am 　not
，

are　not 』 と繰 り返 し唱 えなが ら帰 りな さい 」 とい う指 示 を出 した 。 翌 日、「文

法説 明」 で は身 に つ か な っ た生 徒が 、最 寄 り駅ま で の 「暗唱 」 の 後 、 完璧 に

be動詞 の 否 定文 を作 る こ とが で きた 。
こ の 暗唱 の 効果 は 、 ク ラ ス の 他 の 生

徒に も同様 に見 られ 、数週 間後の 定期 テ ス ト実施 時 に も 、 文 法 事項 が 身にっ

い て い た こ とが 分か っ た 。 さらに、 よ り複 雑 な文で も同様 の 効果 が あ っ た 。

「What 　isthis？ と What 　is　that？を複数形 に す る 時は 、そ れ ぞれ isが are にな っ

て 、 this が these 、　 that が those に な る 」 とい う説 明 をす る よ り、 「What 　are

these？ What 　are 　those？」 と暗 口昌させ る 方が 、 は る か に 効果が あ っ た の で あ る 。

筆者 は こ の 暗唱指導法 を 「駅 まで 暗唱す る 宿題 」、 略 して 「駅 宿 （え き し ゅ く）」

と名 づ けて 、現在 も実践 して い る 。

　 「駅宿 」 に お け る 統 計的 な デ
ー

タ分析 は ま だ 実施 して い な い が 、駅 宿 と し

て 暗唱 した項 目が ク ラス に よ っ て 異な る場 合 、駅 宿 を実施 した ク ラ ス の 暗唱

項 目 の 定 着 率 は 、駅 宿 を しな か っ た ク ラ ス の 定着率 よ り高い 様子 が伺 え る 。

例 えば 、 主格 ・所有格 ・目的格 を覚え る際に よ く使 われ る
“

i
，
my

，
　me

”

，

“

you ，

your，
　yOU

”
とい っ た 語 彙表 の 暗唱 を駅 宿 と して 課 した ク ラ ス は 、 教 科 書の 該

当ペ ー ジ を開 か せ て 「こ の 表 を覚 えな さい 」 とだ け指示 した クラ ス と比 較 し

て 定 着率 が 高 か っ た よ うで あ る 。
Sakaki （2008 ）は 、 学習 した項 日を抽出す

る作 業 の 繰 り返 しが 、記 憶の 定着 を促 す
．一
要素で あ る と報告 して い る 。 暗唱

は、
一種 の 記 憶 の 抽 出作業で あ り 、 駅宿は 記憶の 抽出作業を繰 り返 し実行 さ

せ る シ ス テ ム で あ る 。 駅宿が記憶の メ カ ニ ズ ム に どの よ うに 関 わ る の か 、 こ

れ に つ い て も今後実証研 究 に よ っ て 明 らか にす る必 要 が ある。

結論

　SLA 研 究の 発 展 に よ り、1説明だ け 」や 「機 械 的 なパ タ
ー

ン ・プ ラ クテ ィ ス 」

に よる教授法の 限界 が実証的研 究に よ っ て 報告 され て きて い る 。 第 二 言語 教

育に携 わ る教員は 、従 来の 指導 法 とい う枠の 中で 終 始せ ずに 、科学的 ・実 証

的な研究 か ら明 らか に され る指導効果 を学び 、研 究成果 を 目の 前 の 学習者 に
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合 わせ た 形で 現場 に応 用 して 行 くこ とが 求 め られ て い る 。

　 しか し、
一

方 で 2．3．4．で 触れ た よ うに 、現 在 与 え られ て い る教 育環境 と、

研 究 の 結果 「理 想的」 とされ る教育環 境 には 乖離 が あ る こ とも多い u 現場 の

教員は、 シ ラバ ス や ク ラス 編成の 工 夫 とい っ た授業外 の 枠組 み か ら、授 業内

で の 指導法 に至 るまで 、 与 え られ て い る環境 で 実現 可 能 な試 み を行 うと同 時

に 、デー タ を蓄積 し 、統計的手 法 を用 い て そ の 効 果 を検証す る必 要 が ある 。

　研 究 の 最前線 の 知 見 と現場 で の 実 践 に よる検証 が車 の 両輪 とな り、第二 言

語習得の メ カ ニ ズ ム が解 明 され て い くで あ ろ う。 こ うして 中学 ・高校 に お け

る英語教育が今 まで 以 上 に 学習者 に 沿 っ た、 よ り合理 的なもの とな り、 よ り

多 くの 生 徒に 基礎 力が 定着す る こ とを期待す る 。 彼 ら に 十分 な基礎 力を定着

させ る こ とを狙 い と した こ うした取 り組み こ そ が 、結果的に 大学英語教 育へ

の ス ム
ー ズ な橋渡 し へ とつ なが る は ず で あ る 。

＊ 本稿 は 、2010年 9月 4 日に駒澤 大学 で 開催 され た 日本英語 文化 学会第 13同全 国大会 ・

英語 教育シ ン ポ ジ ウム にお い て 口 頭発 表 した 内容に 加 筆 ・修正 した もの で ある c

参 考文献

和 泉伸
一

（2009 ）『「フ ォ
ーカ ス ・オン ・フ fr・一 ム 」 を取 り入れ た新 しい 英語 教 育』大

　 　修館書 店．

國吉丈 夫
，
神 保尚武 ，

石 田雅近
， 木村松雄 ， 酒井志 延 ，笹 島茂 ，

生 内裕子 ， 河内 山晶子
，

　　染谷泰 正
，
Ren6e　A ．　Sawazaki

，
　Elizabeth　J．　Lange

， 中原 淳 ，
小 野博　（2005）「大学

　　生 の た めの 英語 リメ デ ィ ア ル 教 育 e −Lcaming 教材
“
University　Voices

”
の 開発 」

　　．ノわzぴ ηα10f　Muttimedia　A 　ided　Education　Research
，
　Vol，2

，
　No ．1

，
121−135．

小 林潤子 （2006）「英語 学習 法方法の 考察 ： 音読 ， 暗証 ， 筆写 」 STEP 　 BULLETIIVr
，
18

，

　 　30−49，口本英語 検定協 会．

上 智大学 Home 　Pagc 「TEAP の 開発 に つ い て 」 Available　at 〈 http：11www ．g．　ophia ，ac．jp／
　 jpn／admissions ！gakubu ＿ad ／ad − gaiyou！catho − ad！teap− press＞ retrieved 　on 　September

　 　29
，
2010．

白井恭弘 （2008）『外国語学習の 科学 ： 第二 言語習得論 とは何か 』岩波書店，

白井恭 弘 （2009 ） 「イ ン プ ッ ト処 理 の 質を い か に 高め るか 」『英語 教育』Vol．57
，
　No 」2

，

　 　 25−27．

杉 浦正 好 （2000） 「なぜ 8 年 も英 語 を勉 強 して もで き る よ うに な らない か 」 『名古屋 大

　　学 言語 文化 部だ よ り』2000年 】O∫］1 目号 ．

鈴 木 寿
一

（2009 ） 「音読 指 導で 英語 力 を伸 ばす た めの 留意点　　現場 で の 実践か ら得

　　られ た 実証データを も とに」『英語 教育』Vol．57 ，
　No．12，　34−36，

松村昌紀 （2009 ）『英語教育を知 る 58 の 鍵 』大修 館書店．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society for Culture in English

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Culture 　in 　English

中学 ・高校か ら大学 へ の 懸 け橋 と して の 英語 教育　 175

三 上 明洋 （2010 ）『ワ
ー

ク シ
ー

トを活 用 した 実践ア ク シ ョ ン ・リサ
ー

チ 　　理 想的な

　　　英語授業を め ざして』大修館書店．

文部 科学 省 （2010a）「学級 編制 ・教職員 定数』Available　at ＜ http：11www ．mext ．go ．jp！

　　　amenu ／shotou ／hensei1007／1292450．htm＞
，
　retrieved 　on 　Septcmbcr　27

，
2010 ．

文部科 学省 （2010b ）『学校 基本 調 査 〉 年 次統 計 〉 進 学 率 』Available　at ＜ http：〃

　　　www ．e −stat ．go．jp1SGI！estat1List ．do？bid＝OOOOOIO15843＆ cycode ＝0＞ ，　retrieved 　on

　　　September　27
，
2010．

安木真
一

（2001＞「フ レーズ 音読の 効果 と問題 点」 Sl
’
EP 　B　ULLETJN ， 13，84−93，目本英

　　　語検定協会．

横峯吉文 （2009）『ヨ コ ミ．ネ式 子供 が天 才 にな る 4 っ の ス イ ッ チ』 日本文芸社．

Byrne，　D ．（Ed．）（1986）．　Teaching　oral 　English．2nd　edltion ，　Harlow，　UK ：Longman ，

BostWick
，
　M ．（2005）．　Two 　languages，　many 　worlds ．　In　M ．　Bostwick （Ed．），　Katoh　Gauen

　　　ミソ慨ρo ∫跏 脚 即 o 厂’．15−27．Numazu ，　Shizuoka：Katoh 　Schoo1．

DeKeyser ，　R．（2007）．　Practice　in　a 　second 　iangttage− 1）e 「sPectives 　f「om 　APPIied　Linguis『

　　　tics　and 　Cognitive　PSychology．Ncw 　York二Cambridge　University　Press．

De　la　Fuente．　M ．J．（2006）．　Classroom　L2　vocabulary 　acquisition ：Investigating　the　rolc 　of

　　　pedagogical　tasks　and 　form −focused　instruction．　Language 　Tea（rhing 　Research
，
10，

　　　 263−295．

DOrnyci，　Z ．（2005）．　The　psychologソof 　the　tanguage　1εσ厂η8厂ゴ η4ごv’ぬ α 1雌 肥 ηc8 ∫ in　sec −

　　　ond 　1αnguage 　acquisition ．　Mahwah ，
　NJ ：Lawrence

．
Erlbaum　Assoc｛ates．

Ellis，　R ．（2008 ），　The　study （〜ズsecond 　language　acquisition ．2nd　cdition ，　Oxfbrd： Oxfヒ）rd

　　　University　press．

Krashen
，
　S，（1982）．　Princiρles　and 　practice　in　second 　language　acguisition ．　Oxfbrd： Per−

　　　 gamon ・

Krashen，　S．（1985）．　The　inρut　hypothesis！　Jssues　and 　imρiications．　New 　Ybrk：Longman

Ligbtbown，　P．（1983〕、　Exploring　re］ationships 　between　developmental　and 　instructional

　　　sequence 　in　L2　acquisition ．　In　H ，　Seliger＆ M ，　Long （Eds．）Classroom−oriented 　re−

　　　search 　in　second 　language　acquisition ．217 −243．　Rowley 　Mass ．：Newbury 　House ．

Long
，
　M ．

，
＆ Robinson ，　P．（1998）．　Focus 　 on 　form二

「
1
’
heory，　research ，　and 　practice．　in　C ．

　　　Doughty ＆ J．　Williams（Eds．）Fc）czas　onform 　in　ctassroom 　second 　ianguage　acquisi −

　　　tion．15−4】．New 　York ：Cambridge　University　Press．

Sakaki，　S．（2008）．　Integration　of 　Feedback
，
　Additional　Study

，
　and 　Repeated　Retrieval　is

　　　Crucial　tbr　Learning．．ノournal （〜fhosワitaiity　and 　tourism ，4（1），
78−85．

Swain，　M ，（1985）．　Communicatjve　competencc ： Somc 　rolcs 　of 　comprehensible 　input　and

　　　comprchensible 　output 　in　its　development．　In　S．　Gass　and 　C 　Madden （Eds．），　Jnρut　in

　　　second 　language　acquisition （pp，235−253）．　Rowley ，　MA ：Newbur ｝
・　House ．

Tode
，
　T．（2007 ）．　Durability　problems　with 　explicit　instruction　in　an 　EFL 　context ： The

　　　learning　of 　the　English　copulabe 　before　and 　after 　the　introduction　ofthe 　auxiliarll ’be．

　　　Language ／iZac乃加g　Researc乃，　l　l，　l　l−30・

N 工工
一Eleotronio 　



The Japan Society for Culture in English

NII-Electronic Library Service

The  JapanSociety  forCulture  in  English

176 tw pt

Synopsis

Making  students'  basic English skills sound  at junior and  senior  high school
             level to better prepare students  fbr university

                                                      SAKAKI  Satoru

    The  purpose of  this papcr is to discuss vv'hat lies behind the current  situation

whcre  incrcasing]y many  university  students  need  remedial  classes  fbr English
in Japan, and  thcn  lo try making  three  proposals for the  issue. First,I will

report  what  is going on  in English classes  in junior and  senior high school, and

discuss why  some  students  get lost whi]e  they  takc  English classes,  and  why  the.v

sometimes  even  stop  studying  English at thejunior  high school  level. Next, I will

discuss what  may  underlie  the recent  situation  where  some  university  students

need  supplementary  lessons for English in Japan from the vicw  point bascd on
the statistical report  by the Ministry of  Education, Culture, Sports, Science and
Tcchnology. Last, I will  try making  proposals for handling these issues with  3

points. (1) What  to consider  when  making  a  syllabus  fbr junior and  senior  high

school,  (2) Organizing small  classes  according  to studcnts'  proficiency, and  (3)
Applying  Second I.anguage Acquisition rcscarch  to the classroom  so  that more

students  can  acquire  sound  basic English skills.


